
～市民のみなさまに親しまれる広報紙を目指して～

社協だよりの題字デザイン入賞者決定！社協だよりの題字デザイン入賞者決定！社協だよりの題字デザイン入賞者決定！
　昨年11月の広報紙で募集をし、審査の結果、入賞されたのは次のみなさまです。おめでとうございます！
29年度も広報紙の題字部分のデザインが毎月変わります。お楽しみに！

５月 

８月 原　典子さん

11月 加藤　桃亜さん

２月 馬場記代子さん

はら　　　　のり　こ

 か　 とう　　　　もも   あ

  ば      ば　  き　   よ     こ

４月 遠山　莉菜さん

７月 増田　薫さん

10月 高須　琴子さん

１月 石川　美空さん

 とお  やま　　　　   り　  な

 ます　だ 　　    かおる         

たか　  す　　　　こと　 こ

いし　かわ　　　　 み　そら

６月 増田　桜さん

９月 生田　灯さん

12月 水野　歩美さん

３月 大谷　竜叶さん

 ます　 だ　　　　さくら

おお　たに りゅう と

いく    た　　　　あかり

みず    の　　　　 あゆ    み

キッズサポート樹庵
のみなさま

 さくら

じゅ  あん

　社協だよりの題字デザインに入賞した増田薫さん（写真右）と桜さん（写真左）です。なんと双子で入選
しました。二人とも絵を描くことが大好きということで、とても素敵な作品に仕上がっています。
　今回は、全１７８点の作品の応募がありました。たくさんの応募ありがとうございました。
　また、「あんじょう社協だより」は平成２９年７月で第１００号を迎えます。記念として第１００号はカラーで
お届けします。お楽しみに！

ます   だ   かおる

ハートン

安城市社協基本理念
「住民一人ひとりが主役の福祉のまちづくり」
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今月の題字は、
浜屋町の遠

と お

山
や ま

莉
り

菜
な

さんの作品です。

特集 支え合いマップづくりの実践から見える
　　　　　　　　　　　　　　　地域の課題や資源の発見！

あんじょう 社協だより
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安
城
市
社
協
で
は
、
町
内
福
祉
委
員
会

の
見
守
り
活
動
等
の
場
面
で
、「
支
え
合

い
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
の
実
践
を
取
り
入
れ
、

地
域
に
眠
る
人
や
モ
ノ
、
町
内
の
人
の
つ

な
が
り
、
場
所
等
の
活
用
で
き
る
資
源
の

発
見
と
課
題
の
発
見
か
ら
解
決
に
活
か
せ

る
取
り
組
み
を
推
奨
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
１
月
21
日
に
岡
崎
市
で
開
催
さ

れ
た
「
第
10
回 

全
国
校
区
・
小
地
域
福
祉

活
動
サ
ミ
ッ
ト
i
n
お
か
ざ
き
・
西
三
河
」

に
共
催
と
い
う
立
場
で
参
加
し
、
分
科
会

の
運
営
を
担
当
し
ま
し
た
。

　
安
城
市
社
協
が
担
当
し
た
分
科
会
で

は
、「
〜
人
・
モ
ノ
・
つ
な
が
り
〜  

支
え

合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
で
地
域
の
〝
お
宝
〞

発
見
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
約
1
0
0
名
の
地
域
福
祉
活
動

者
の
み
な
さ
ま
に
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ

く
り
の
基
本
と
効
果
に
つ
い
て
学
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
分
科
会
で
は
、
住
民
流
福
祉
総
合
研
究

所
所
長
の
木
原
孝
久
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
迎
え
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り

を
き
っ
か
け
に
、
町
内
の
支
援
体
制
づ
く

り
が
進
ん
だ
城
南
町
福
祉
委
員
会
委
員
長

の
藤
野
千
秋
氏
に
事
例
発
表
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ッ
プ
づ
く
り

地域の課題や資源の発見！
「ご近所」だからこそできる支え合いマップづくり！
地域の課題や資源の発見！
「ご近所」だからこそできる支え合いマップづくり！
全国校区・小地域福祉活動サミット in おかざき・西三河で報告しました！全国校区・小地域福祉活動サミット in おかざき・西三河で報告しました！

の
実
際
の
場
面
を
再
現
し
た
寸
劇
を
安
城

市
社
協
の
職
員
が
披
露
し
ま
し
た
。

　
支
え
合
い
マ
ッ
プ
は
、
町
内
を
お
よ
そ

50
世
帯
ご
と
の
「
ご
近
所
」
に
分
け
、
そ

の
地
域
に
住
む
住
民
だ
か
ら
こ
そ
知
り
得

る
、
近
所
付
き
合
い
や
助
け
合
い
等
の
情

報
を
地
図
に
印
し
、
地
域
に
潜
む
課
題
を

発
見
す
る
と
同
時
に
解
決
策
も
見
い
出

し
、
そ
の
課
題
に
対
し
て
、
今
後
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
の
か
を
考

え
て
い
く
手
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
地
域
に
詳
し
い
女
性
を
中
心
に
、
数
人

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
に
民
生
委

員
や
町
内
会
、
社
協
職
員
や
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
も
加
わ
る
こ
と
で
、
出
て

き
た
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
後
は
、
住
民
主
体
の
活
動
が
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
地
域
を
漫
然
と
眺
め
て
い
て
も
、
人
の

関
わ
り
や
活
用
で
き
る
資
源
（
人
・
モ
ノ
・

つ
な
が
り
）
は
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

　
安
城
市
社
協
で
は
、
こ
の
支
え
合
い

マ
ッ
プ
づ
く
り
を
通
し
て
、
住
民
主
体
の

取
り
組
み
が
進
む
よ
う
今
後
も
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

コーディネーター
木原 孝久 氏

支え合いマップ

ふ
じ   

の    

ち   

あ
き き   

は
ら  

た
か   

ひ
さ

き  はら   たか ひさ
事例発表
委員長 藤野 千秋氏

ふじ  の      ち  あき

あんじょう 社協だより
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ふ
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ち   

あ
き き   

は
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事例発表
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地 区 日 　 時 場 　 所 テ ー マ 講 　 師 問 い 合 わ せ

作 
野

４月 22 日㈯
午後２時 30 分～
４時

作野福祉センター
集会室

地域の中の孤立と貧困
～私たち、ひとり一人にできること～

渡
わた

辺
なべ

 ゆりか氏
（一般社団法人　草の根ささえ
あいプロジェクト　代表理事）

作野地区社協
（作野福祉センター内）
☎７２－７５７０

西 
部

5 月 6 日㈯
午前 10 時 30 分～
正午

西部福祉センター
集会室

高齢者の交通事故を考える
～安全な運転を続けるために～

小
お

幡
ばた

 匡
まさ

史
ふみ

氏
（合同会社 Think Body 　　
　　　Japan　理学療法士）

西部地区社協
（西部福祉センター内）
☎７２－６６１６

中 
部

５月 12 日㈮
午前 10 時 30 分～
正午

中部福祉センター
集会室

我が事丸ごと地域共生社会
～ちた型０歳から 100 歳までのまちづくり～

市
いち

野
の

 めぐみ氏
（特定非営利活動法人　地域福祉
　　　サポートちた　事務局長）

中部地区社協
（中部福祉センター内）
☎７６－００９０

明 
祥

５月 12 日㈮
午前 10 時 30 分～
正午

明祥プラザ
集会室

「食」と「認知症予防」
～あなたの食生活は大丈夫ですか？～

加
か

藤
とう

 るみ子
こ

氏
（八千代病院　栄養科係長　管理栄養士）

明祥地区社協
（明祥プラザ内）
☎９２－３６４１

安 
祥

5 月 13 日㈯
午前 10 時 30 分～
正午

安祥福祉センター
集会室

子ども達の明るい未来のために！
～地域ができることは何か？～

野
の

尻
じり

 紀
き

恵
え

氏
（日本福祉大学　社会福祉部
　　社会福祉学科　准教授）

安祥地区社協
（安祥福祉センター内）
☎７３－５７５７

東 
山

5 月 13 日㈯
午後２時 30 分～
４時

北部福祉センター
研修室

命をかけて伝える声なき声
～子どもの未来を考える現場から～

田
た

中
なか

 嵩
たか

久
ひさ

氏
（一般社団法人　アンビシャス・
　　ネットワーク　代表理事）

東山地区社協
（北部福祉センター内）
☎９７－５０００

桜 
井

5 月 13 日㈯
午後２時 30 分～
４時

桜井福祉センター
多目的室

認知症とともにある幸せを考える
～若年性認知症当事者のお話から～

山
やま

田
だ

 真
ま

由
ゆ

美
み

氏
（認知症当事者）

鬼
き

頭
とう

 史
ふみ

樹
き

氏
（名古屋市認知症相談支援センター）

桜井地区社協
（桜井福祉センター内）
☎９９－７３６５

中 
央

5 月 23 日㈫
午前 10 時 30 分～
正午

総合福祉センター
多目的ホール

「食」と「認知症予防」
～あなたの食生活は大丈夫ですか？～

加
か

藤
とう

 るみ子
こ

氏
（八千代病院　栄養科係長　管理栄養士）

中央地区社協
（総合福祉センター内）
☎７７－７８８８

発
達
に
心
配
が
あ
る
子
を
も
つ

親
へ
の
子
育
て
講
演
会

福 祉 講 演 会

　

言
葉
の
遅
れ
、
落
ち
着
き
が
な
い
、
友
達

に
関
心
を
示
さ
な
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
成

長
に
心
配
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

関
わ
り
方
の
ヒ
ン
ト
が
こ
こ
に
あ
り
ま

す
。

■時
６
月
25
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■場
中
部
福
祉
セ
ン
タ
ー　

１
階　

集
会
室

■対
発
達
に
心
配
が
あ
る
２
歳
か
ら
小
学
１
年

　

生
ま
で
の
子
を
持
つ
人

■講
（福）
コ
ロ
ロ
学
舎　

　
　

統
括
施
設
長　

久く

保ぼ

田た　

小さ

枝え

子こ　

氏

　

㈱
コ
ロ
ロ
発
達
療
育
セ
ン
タ
ー

　
　

通
所
指
導
部
課
長　

山や
ま

本も
と　

裕ゆ
う

子こ　

氏

■定
60
名
（
先
着
順
）

■他
託
児
は
20
名
ま
で
受
付
（
先
着
順
、
小
学

　

１
年
生
ま
で
）

■申
５
月
16
日
㈫
か
ら
受
付
。
申
込
み
用
紙
を

　

社
会
福
祉
会
館
に
持
参
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
（（
73
）

　

０
４
３
７
）
へ
送
付

※
申
込
み
用
紙
は
社
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■問
安
城
市
障
害
相
談
支
援
事
業
所
「
ふ
れ
あ
い
サ

　

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」（
☎
（
77
）
３
１
２
１
）

全て参加費無料です。

ぜひご参加ください。

あんじょう 社協だより
         '17 4/15－ 3 －

ハートンからの
おしらせだよ！

■日
期
間
・
日
時　

■場
場
所　

■内
内
容　

■講
講
師
・
指
導　

■対
対
象
・
資
格　

■定
定
員
・
募
集
人
数　

■￥
費
用
・
受
講
料
等

　
■持
持
ち
物　

■申
申
込
方
法
等　

■問
問
い
合
わ
せ
先　

■他
そ
の
他　
　

※
「
■対
ど
な
た
で
も　

■定
特
に
な
し　

■￥
無
料
」
の
場
合
は
記
載
を
省
略

安
城
市
社
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://www.anjo-syakyo.or.jp/



介
護
者
の
つ
ど
い

平
成
28
年
度
義
援
金
協
力
の
お
礼

各 

種 

見 

舞 

金

　

み
な
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
・
ご

協
力
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
／
五
十
音
順
）

平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

▼
ア
ン
デ
ン
㈱
▼
ア
ン
デ
ン
㈱
労
働
組
合

▼
佐
野
里
美
▼
そ
の
他
募
金
箱
へ
多
数
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
12
月
1
日
～
3
月
31
受
付
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
寄
付
金

▼
募
金
箱
へ
多
数
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
12
月
１
日
～
12
月
26
日
受
付
）

平
成
28
年
台
風
第
10
号
等
地
震
災
害
義
援
金

▼
募
金
箱
へ
多
数
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
９
月
５
日
～
３
月
31
日
受
付
）

平
成
28
年
鳥
取
県
中
部
地
震
災
害
義
援
金

▼
募
金
箱
へ
多
数
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
10
月
26
日
～
３
月
31
日
受
付
）

平
成
28
年
新
潟
県
糸
魚
川
市
大
規
模
火
災
義

援
金

▼
募
金
箱
へ
多
数
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
12
月
25
日
～
３
月
31
日
受
付
）

　

対
象
の
人
に
見
舞
金
（
年
額
５
０
０
０

円
）
を
支
給
し
ま
す
。

指
定
難
病
及
び
特
定
疾
患
見
舞
金

■対
市
内
在
住
の
指
定
難
病
ま
た
は
特
定
疾
患　

　

　

に
関
す
る
医
療
を
受
け
て
い
る
人

■申
①
所
定
の
申
請
書
（
口
座
振
込
先
必
要
）

　

②
特
定
医
療
費
受
給
者
証
（
指
定
難
病
）、　

　

特
定
疾
患
医
療
給
付
事
業
受
給
者
票
の
写　

　

し
ま
た
は
罹
患
を
証
明
で
き
る
書
類

　

①
②
を
持
参
し
社
会
福
祉
会
館
窓
口
ま
で

被
爆
者
見
舞
金

■対
市
内
在
住
の
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
を

　

受
け
て
い
る
人

■申
①
所
定
の
申
請
書
（
口
座
振
込
先
必
要
）

　

②
被
爆
者
健
康
手
帳
の
写
し

　

①
②
を
持
参
し
社
会
福
祉
会
館
窓
口
ま
で

■他
今
ま
で
に
申
請
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は

　

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
書
は
社
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■問
総
務
係　

☎
（
77
）
２
９
４
１

　

介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
情
報
交
換

の
場
で
す
。

　

申
込
み
・
参
加
費
は
不
要
で
、
途
中
の

入
退
室
も
自
由
で
す
。
介
護
を
し
て
い
る

人
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問い合わせ

中部福祉センター
☎７６－００９０

作野福祉センター
☎７２－７５７０

総合福祉センター
☎７７―７８８８

桜井福祉センター
☎９９―７３６５

ボランティアセンター
☎７７－２９４１

場　　所

中部福祉センター
教養娯楽室

作野福祉センター
集会室

総合福祉センター
喫茶コーナー

桜井福祉センター
多目的室１

社会福祉会館
集会室

日　　時 

５月１１日（木）
午後１時３０分～３時３０分

５月１２日（金）
午後１時３０分～３時３０分

５月１８日（木）
午後１時３０分～３時

５月２７日（土）
午前１０時～１１時３０分

５月６日（土）
午後１時３０分～４時

介護者の
つどい　

介護者
おしゃべりサロン

※介護者おしゃべりサロンは当事者による自主グループです。

　新年度だね！気持ちも新たに頑張るぞ！

広告 広告

あんじょう 社協だより
         '17 4/15 　－ 4 －

■日
期
間
・
日
時　

■場
場
所　

■内
内
容　

■講
講
師
・
指
導　

■対
対
象
・
資
格　

■定
定
員
・
募
集
人
数　

■￥
費
用
・
受
講
料
等

　
■持
持
ち
物　

■申
申
込
方
法
等　

■問
問
い
合
わ
せ
先　

■他
そ
の
他　
　

※
「
■対
ど
な
た
で
も　

■定
特
に
な
し　

■￥
無
料
」
の
場
合
は
記
載
を
省
略

安
城
市
社
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://www.anjo-syakyo.or.jp/


